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岩⼿県および宮城県におけるサケふ化場復興⽀援活動
東⽇本⼤震災では、沿岸部にあった多くのふ化

場が津波により⼤きな被害を受け（図1）、岩⼿
県と宮城県では放流事業を⾒合せるふ化場があっ
た⼀⽅で、早期に復旧を決断したふ化場もありま
した。

図1 津波により構内が瓦礫だらけになった岩手県
宮古市の津軽石ふ化場

図2 岩手県野田村の安家川へ回帰したサケの親魚

復旧は、秋の親⿂捕獲から、受精卵や仔稚⿂の
管理を経て、春の放流までの⼀連の⼯程に間に合
わせる必要があります。不安もありましたが、秋
には各地の増殖河川でサケの回帰も確認されまし
た（図2）。

しかし、その後、親⿂の遡上が低調で種卵が不
⾜したり、飼育に使う井⼾⽔に塩分が混じると
いった問題も⽣じました。
このため両県では、県や増殖団体が、ふ化場間

での種卵や稚⿂の移殖を促して過不⾜を調整する
ほか、井⼾が塩⽔化したふ化場では、受精卵を内
陸の試験場へ預かってもらうなどの対策も取られ
ました。
⽔産総合研究センターは、分野別チームを編成

して復興⽀援活動に取り組むこととし、私たちさ
けます調査普及グループは、「さけますふ化放流
チーム」に所属して、北海道区⽔産研究所および
⽇本海区⽔産研究所と連携し、①ふ化場の被災調
査を⾏って（図3）復旧の⾒通しや今後の課題な
どを県および増殖団体へ報告、②ふ化場の⽣命線
である井⼾復旧の可能性を先導的に調査して両県
へ助⾔、③卵に及ぼす塩分の影響実験の結果を踏
まえた危険回避策の助⾔、④施設整備の留意点の
助⾔、⑤ふ化槽の無償貸与、⑥県の⽣産体制検討
会への参加などを実施しました。

平成24年度も関係機関との連携を図りながら、
⽀援活動を継続します。また、サケふ化放流事業
の収益性向上を⽬的としたプロジェクト研究もス
タートします。私達もこれに参画し、復興に役⽴
ちたいと考えています。

図3 被災ふ化場での現地実態調査
ふ化室を応急復旧して卵の収容をしていた宮城県本吉
町の小泉ふ化場

この業務に取り組んでいるさけます調査普及グループの戸田
修一主任技術員、八重樫博文主任技術員、羽賀正人主任技術
員、荒内勉主幹技術員、藤瀬雅秀グループ長（左から）

①岩手県および宮城県におけるサケふ化場復興支援活動
②カキ・ホタテ・ホヤの天然採苗の支援調査

（さけます調査普及グループ⻑ 藤瀬 雅秀）


